






合は、2001 年の国勢調査ではじめて上昇に転じた (1)。1991 年の調査と
比較すると、話者率は 18.5％から 20.8％へ上昇、およそ 50 万人だっ

























































ストがある（Welsh Joint Education Committee 1970）。このリストには、




う（Council for the Welsh Language 1976）。ナショナル・アイステズヴォッ
ドの会場に学習者テント（パベフ・ア・ダスグウィル Pabell y Dysgwyr / 





















2007; Baker and Jones 1998）。その翌年の 1973 年、カーディフで実験的
にウルパン方式の授業が行われた。週に 5 回、ボランティアの講師たち
による授業に 11 人の学習者が参加し、10 人の学習者が 100 時間のコー
スを修了したという（Newcombe 2007）。この時期の平均的なウェール
ズ語コースが、週 1 回 2 時間ずつ休暇期間をはさんで年間平均で 56 時
















　ウルパン方式のコースの数は、1982 年には 43 にまで増加した




1980 年にはウェールズ大学ランピター校で 8 週間に及ぶ合宿型ウルパ
ン・コースに約 40 人が参加している。通常のウルパン・コースよりずっ
と多い 400 時間のコースを終えた受講者は 3000 ～ 3500 語を使って日常
生活についての会話ができるようになったという。
　学習者それぞれがウェールズ語を学ぶ動機づけはさまざまであるが、














週 1 回の非集中型の 2 つの形態が併存することになった。









は 4,255 人、1982 年春学期には 2,852 人、合わせて 7,017 人がウェール
ズ語コースを受講したという（Welsh Office 1984）。ウルパン・コースの
履修者はそのうち 702 人であった。ウルパン方式のコースを提供してい
たのは主に大学の市民講座部門で、1981 年秋学期と 1982 年春学期に開
講された 43 のウルパン・コースのうち 30 が大学の市民講座部門が運営
するものだったという。次第に、大学などの高等教育機関がウルパン・
コースなどの集中型や上級のコースを、州の教育当局などその他の機










きた（Welsh Office 1984）。1980-81 年度以降、Welsh Office からウェー





グ・カムリ Cyd-bwyllgor Addysg Cymru、）が調整にあたり、ウェールズ
語コースが開講されるところをリストアップした案内冊子やこれから
ウェールズ語を学ぼうとする人に必要な情報を集約した案内書『ウェー











　ウェールズ語成人教育のための部会が 1988 年からの 4 年間の成果を
評価した報告書には、ウェールズ語コースの開講形態が、毎週 1 回のコー
ス、ウルパン方式のコース、300 時間以上のウルパン方式のコースの 3














る（Welsh Office 1990）。秋学期と春学期の 2 学期にわたるコースで、火























年の報告書で Introductory, Further, Bridging となったり、1992 年の報告
書で Foundation, Continuation, Advanced となっていたりはするが、1990
年代半ばまでは基本的には 3 段階の設定であった（Welsh Office 1984; 
Welsh Joint Education Committee 1992）。週 1 回のコースで学習する場合、
平均な授業時間は、1 回 2 時間、秋学期と春学期の 2 学期制で、年間で
およそ 56 時間という限られた時間であり、初級クラスで 1 年学習した
学習者が次の年度に中級クラスへ、3 年目には上級クラスへ進み、週 1
回の授業に 3 年間参加したことで流暢な話者になると想定するのは楽観













びを待たねばならなかった。1972-73 年度におよそ 5,000 人、1981-82
年度におよそ 7,000 人だった学習者数は、ウェールズ共同教育委員会
が 1991 年に行った調査で 11,000 人程度まで増加した（Council for the 
Welsh Language 1976; Welsh Office 1984; Welsh Office 1993）。その数は、
ウェールズ語委員会設立後には、1993-94 年度の 13,330 人から、1996-
97 年度には 19,320 人、1997-98 年度には 21,029 人と増加し続けた（Welsh 





















　このように段階設定としては 3 つから 4 つに拡充されてはきたが、開
講されているコースのリストをみると、大多数が 1/2 や 2/3 というレベ








　その 4 年後、1998-89 年度のグラモーガン地域の案内冊子には、週 1
回 1 年で 54 時間の授業を受けることで、Stage 1 から Stage 6 の 6 段階
を毎年 1 つずつ進んでいく、という説明がある（Glamorgan Welsh for 
Adults Consortium 1998）。レベルの名称としてウェールズ語の Safon 1（サ
ヴォン 1）から Safon 6（サヴォン 6）と併記されているこの 6 つの段階
を、1994-95 年度の 4 段階のものと比べてみると、合計 216 時間の授業
を受けることになる 4 年目の Safon 4 / Stage 4 に「中等教育修了資格試
験の受験ができる」という説明があることから、これが 1994-95 年度の
レベル 4 に相当する段階であることがわかる。身の回りの話題について
会話ができることを目指すこの Safon 4 / Stage 4 の次は、一般的な話題
で会話ができること、ウェールズ語話者向けに書かれた文章を読むこと
ができることに加え、ウェールズ語放送の視聴や書くスキルを伸ばすこ








スを紹介した冊子にも、6 段階のなかの Stage 4 を終えると中等教育修
了資格試験の受験が、Stage 6 を終えると大学入学資格試験の受験がで
きるというほぼ同一の段階設定が見られる（Welsh Language Teaching 
Centre 1999）。Stage 1-6 に加えて、1 回 1.5 時間、週 4 回 2 週間または 1




Stage 1-3 は週 1 回のコースではなく、ウルパン方式のコースが中心に
なっている。ウルパン・コースを修了することで Stage 1-3 をカバーし
たことになり、集中型で学習をスタートして非集中型で学習を続けるこ
とができる。ウルパン・コースに続く段階には、Stage 4がEstyn （エスティ
ン、「拡大する」の意味）、Stage 5 が Meistroli（メイストロリ、「習得す














　1960 年代から 70 年代にかけて、ウェールズ語成人教育のあり方に大
きな転換はあったが、大人の学習者が利用できる資格試験は、16 歳の
ときにさまざまな教科・科目について実施される中等教育修了資格試験







資格試験の O レベルに相当する Defnyddio’r Gymraeg（デヴニジィオ
ル・ガムライグ、「ウェールズ語を使う」の意味）、と大学入学資格試
験の A レベルに相当する Defnyddio’r Gymraeg Uwch（デヴニジィオル・
ガムライグ・ユーフ、ユーフは「上級の」の意味）の 2 つの試験であ
る。1991 年 6 月には 250 人、1991 年 12 月には 32 人、1992 人 6 月には
332 人が Defnyddio’r Gymraeg 試験を、1991 年と 1992 年で合わせて 50














Sylfaen、Canolradd の 3 つの段階にそれぞれ 2 年ずつ、Uwch に 3 年か
けて Hyfedredd に到達するのを目安にしているところが多い。Mynediad 
1、Mynediad 2、Sylfaen 1、Sylfaen 2、Canolradd 1、Canolradd 2、Uwch 1、









3 つのレベルしか用意されていなかった 70 年代の状況から大きく進歩
したと言えるだろう。







　1970 年代から 1980 年代にかけて、大学などの高等教育機関が集中型
のコースを、州の教育当局などが毎週 1 回のコースを提供するという役










よるものである（Glamorgan Welsh for Adults Consortium 1998）。さらに、






　1990 年代末に 20,000 人を超えたウェールズ語コース受講者は、2008-
09 年度には 27,375 人まで増加した（Welsh Assembly Government 2010）。
学習者の中には同一年度内に複数のコースを受講する人もいる。ウェー
ルズ議会政府の 2009-10 年度報告書はこのことを区別し、もっとも新し
いデータとして、のべ受講者数 27,375 人、学習者数 18,220 人、という
数をあげている。1970 年には Beginners、Semi-fluent、Near-fluent とい
う 3 段階でしか考えられていなかった学習のプロセスは、Mynediad 1、
Mynediad 2、Sylfaen 1、Sylfaen 2、Canolradd 1、Canolradd 2、Uwch 1、





























ばのウェールズ語を理解できると回答している（Welsh Language Board 
2003）。ウェールズ語で一通りのスキルを持ち、「話す」「書く」「読む」
の 3 つとも「できる」と回答した人が 16.3% だったのに対し、「理解する」
「話す」「書く」「読む」のうちどれか 1 つでも「できる」と答えた人は
28.4% であった。回答者数では、「話す」「書く」「読む」の 3 つに該当
する人が 457,946 人にだったのに対し、どれか 1 つでも「できる」と答
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